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Autochartist_Risk_Calculator(オートチャーティスト・リスク計算機)をいずれかのチャート上にドラッグ： 
 

 
 

無事に始動させると、リスク計算機は下のように表示されます： 
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リスク計算機のコントロールパネルには複数の機能があります： 

 
 

 
 
 

1.   Expected Trading Ranges（予測される取引範囲）を有効にするためチェックボックスにティックします。 
範囲は、直近6カ月における、週のその日、一日のその時間に見られた価格変動に基づいています。 

 

2.   ご希望のEntry Level（発注レベル）をチャート上の発注レベルラインを動かして設定するか、または  
特定価格数値を入力して設定。 

 
3.   ご希望のstop-loss level（ストップロスレベル）をチャート上のストップロスレベルラインを 
動かして設定するか、あるいは特定のストップロス価格数値を入力して設定。 

 

4.   当数値は、発注価格とストップロス価格の違いをピップ値で表しています。 
 

5.   当取引でリスクを冒してもかまわない金額。 
 

6.   これは希望するストップロスレベルで特定したリスクを冒してもかまわない金額で取引でき 
るポジションサイズです。 

 

7.   当インディケーターのチュートリアルやヘルプを確認するには、autochartist.com/riskcalculator を開い 
てご覧ください。

https://www.autochartist.com/riskcalculator
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現在市場価格で取引するときの正しい取引サイズを設定する 
 

1.   どこでストップロスを設定したいかを決め、そのレベルにオレンジラインを動かす。 
 

2.  もしオレンジラインが現在価格より下に位置している場合、インディケーターはユーザーが  
LONG（買）ポジションを取るつもりでいると推定します。もしオレンジラインが現在価格  
より上に位置している場合は、インディケーターはユーザーがSHORT（売）ポジションを 
取るつもりでいると推定します。 

 

3.   この取引でどれだけの資金をリスクに冒してもかまわないのかを決めます。金額を設定、または Risk 
% of  Equity(有効証拠金の%としてリスク)、あるいはRisk % of Balance(残高値の%としてリスク)を設定。 

4.   “Calculate（計算）”ボタンをクリック。 
 
 
 
 

Volume（取引量）とは注文画面で設定する必要のあるポジションサイズです：  
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Pending Orders（指値注文）を取引するときの正しい取引サイズを設定する  
 

1.   “Custom Entry Price”（発注価格をカスタム）の横のチェックボックスをクリック。それによ 
りグリーンラインが現れます。このグリーンラインは指値注文を設定しようとする発注レベ 
ルを示しています。 

 

2.   希望する取引発注レベルにグリーンのEntry Level （発注レベル）ラインを動かします。 
 

3.   希望するストップロスレベルにオレンジのストップロスラインを動かします。 
 

 

5.   “Calculate（計算）”ボタンをクリック。 
 
 

Volume（取引量）とは注文画面で設定する必要のあるポジションサイズです：  
 
 

4.   この取引でどのくらいの金額をリスクに冒しても良いのか決めます。金額設定またはRisk % of                      
      Equity（有効証拠金の%としてリスク）あるいはRisk % of Balance(残高値の%としてリスク)を設定。 
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オートチャーティストの取引範囲をボラティリティガイドとして使用する  

 

リスク分析はオートチャーティストのボラティリティ分析データとも統合しています。つまり 
、“Show Expected Trading Ranges”（予測される取引範囲を表示）のチェックボックスにティック 
を入れると、異なるレベルのポジションサイズと共に予測される取引範囲を獲得できます。 

 

 
 

これにより、ストップロスレベルの取引ストラテジーを考察するだけでなく、予測される価格ボ 
ラティリティも検討できるようにします。ユーザーは各レベルごとに、どのようにポジションサ 
イズが特定されるかも知ることになります。この例では、現在市場価格で発注するとして、自分 
の資金の1%をリスクに取り、ストップロスを1.17598に設定した時にはポジションサイズの設定 
を0.11ロットでする必要がある、ということです。 

 


